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・我が国は2030年度に温室効果ガス
を2013年度比で26%削減することを
目指しており、その達成には、再エネの
更なる導入促進等が必要です。

・この研究では、環境・地域特性に合
わせた地域連携エネルギシミュレー
ションを確立し、現状個別に取り組ん
でいる省エネ、創エネ及び再エネ利
用を一定の地域内で平準化すること
による地産地消の可能性について
研究を行っています。

市内の再エネ設備情報等を収集し、データベースを構築するととも
に、それらを可視化することで、エネルギーの需給バランスを検討す
る際に活用できるようにしました。また、市内の気象情報等を考慮し、
電力エネルギー需給に関するシミュレーションを行いました。

環境エネルギーシミュレータを
用いた再生可能エネルギー
地域連携モデルの研究
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